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論 文 審 査 結 果 の 要 冒
心臓死 ドナーからの肺移植では､ ドナーの死戦期の何らかの因子がグラフ トを障害
している可能性が認識されているが､詳細は明らかにされていない｡
本研究者 らは､心停止前の ドナーを非侵襲群､低血圧群､低換気群､非循環群の4
群に分け､各便其の後､臨床心臓死肺移植のシナリオを忠実に再現したデザインで肺
移植を行い､移植肺機能､虚血再還流障害の評価を行 うことで各群の温虚血障害を比
較検討 した0
本研究の結果､低換気が障害因子であり､さらに循環下低換気は循環呼吸停止にあ
る温虚血よりも強い悪影響を及ぼしていることを初めて証明した初めての論文であり､
価値ある業績 と認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
